










単独歩行に慣れている方は、慣れた駅などでは経路を案内さ

れれば、再び単独で移動でき介助を必要としない場合もあり

ます。一方で、改札口や階段、トイレなど、わかる場所・安

全な場所までガイドしてほしいと望む場合があります。また、

初めての駅や慣れない駅の場合、駅の構造を十分に理解でき

ていないため、ガイドを必要とする場合があります。







コンコースからホームへの移動で、二方向貫通型（入口と出

口が停止階によって異なる）エレベーターも一部で普及して

います。出入口が異なることにより、方向感覚を失わないよ

うにお知らせします。















タイトル
　�「目の不自由な方に対する駅ホームでの声かけサポート方法について」

声かけサポート方法についての動画を YouTube で公開

しています。タイトルを検索または QR コードを読み取

ることで御覧いただけます。

動画も公開しています

　�地図的な説明には相手の手のひらを

使って説明します。

　�説明を行う時には相手が立っている位

置や体の向きを明確にしましょう。

　�（今、改札の方を向いています。後ろが

駅の出口になっています。）




